
き
集
塊
岩
の
奇
勝
も
-
､
因
岸
に
は
基
の
口
に
砂
洲
又

渥
岸
の
良
き
観
察
地
/̂J
し
て
の
伊
豆
は
旅
行
者
の
疲
弊

は
磯
洲
か
横
へ
た
る
小
関
人
の
羅
列
が
あ
る
｡
又
陸
上

を
癒
す

べ
き
源
泉
を
翻
紅
飴
節
の
標
に
散
在
せ
し
め
で

に
は
新
嘗
幾
多
の
階
梯
に
あ
る
火
山
が
あ
る
｡

火
山
及

居
る
｡

蘇

坐

亜

麻

温

泉

風
光
の
耶
射
ビ
淵
泉
の
豊
富
hJJ
を
以
て
有
名
な
る
姐

原

温泉
は
下
野
幽
鰻
谷
郡
の
北
部
に
任
し
'
下
轍
原
､

中
姐
原
'
上
浦
原
'
湯
本
姐
原
の
四
大
字
よ
-
成
-
立

ち
で

屈
-皆
櫨
原
火
山
の
北
麓
で
あ
る
帯
川
湛
谷
ノ
中

ア
ラ
ユ

に
あ

る.但
し
新

湯

温
泉
の
み
は
新
溶
寮
生
火
山
の
新

路
爆
裂
火
口
内
に
あ
る
｡
大
綱
二
㈲
披
､
盤
釜
'
塊
の

‥･1十
=

湯
'
畑

下

'
門
前
､
経
巻
F
肯
町
'
新
助
'
湯
本
の
十

ヶ
所
で
あ
っ
て
即
ち
地
肌原
十
傷
ビ
祁
す
る
も
の
は
是
れ

で
あ
っ
て
､
其
の
湧
出
口
は
絶
て
四
十
三
を
数
ふ
る
こ

だ
が
江t
都
る
｡
斯
の
加
-
多
数
の
湧
出
口
が
あ
る
の
は

幣
該
地
方
の
地
下
の
等
弧
線
が
火
山
作
用
の
薦
め
に
地

腰

床

組

泉

表
に
近
つ
け
る
に
よ
る
こ
亡
は
固
よ
り
で
あ
る
が
p
等

川
の
渓
谷
が
曲
の
地
膚
の
断
厨
の
方
向
を
混
交
す
る
こ

亡
は
其
の
ま
な
る
原
因
で
あ
る
三
吉
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.

大
網
混
泉
は
櫨
腰
景
勝
の
地
の
門
戸
た
る
関
谷
よ
り

7
里
九
町
に
し
て
櫨
原
温
泉
場
に
至
る
に
懲
り
第

叫
に

遭
遇
す
る
ど
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
O
湧
出
口

は

薯
し
き

イ
シ
で

ヵ
ヮラ

も
の
二
つ
あ
り
で

一
を
石

間

歯
だ
耶
L
t

1を
河

原

の

湯
だ
挿
す
'
共
に
混
紡
か
ら

山
町
内
外
の
忠
地
を
上
-

帯
川
の
河
岸
の
第
三
紀
に
威
す
る
斑
線
白
色
凝
灰
岩
中

か
ら
湧
出
す
る
.
崩
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
っ
て
'
温
度
椅

氏
五
十
度
硫
化
水
素
を
多

-
食
み
'
･.&
毒
へ
輝
蹄
に
樽

.J
'.M

九
二
E
l九



粗

球

数
が
あ
る
だ
耕
せ
ら
れ
て
屠
る
.
I

藤
波
温
泉
は
大
網
か
ら
二
十
七
町
の
ど

.こ

ろ
に
あ
っ

て
激
十
月
の
人
家
朝
集
ま
-
て
7
小
市
術

を

虜
し
て
居

る
｡
風
光
も
最
も
明
堀
で
温
泉
宿
も
亦
頗
る
宏
批
な
る

も
の
が
あ
る
O
旅
館
は
各
員
洛
湯
を
室
内
に
設
け
､
源

泉
の
湧
出
す
る
も
の
亦
甚

だ少
-
な
い
､
不
動
の
洛
'

潜
の
絡
､
袷
の
複

決
の

歯､
薬
桝
勘
'
裸
勘
は
そ
れ

-

に
泳
洛
す
る
ーこ
足
る
浴
槽
を
楯

へ
て
居
る
P
失
張

-
一斑
練
白
色
旋
次
暑
中
か
ら
湧
出
し
.
不
動
の
敵
は
温

度
構
氏
四
十
二
度
'
比
丑

二

〇
〇
7
四
'
固

形

物
絶

畳

二
五
四
五
八
､
食
塊
最
も
多
-
泉
醸
石
衣
こ
れ
に

衣
-
の
で
あ
る
｡
泉
貿
白
無
色
透
明
で
徹
観
塊
を
有
す

る

〇着
の
湯
は
不
動
の
路
の
西
北
二
町
除
幕
川
の
南
岸
か

ら
湧
出
す
る
湿
度
騎
虎
四
十
八
度

袷
の
由

は
岩
の
湯
を
振
る
二
･JJ
酉
に

i
町
除
幕
川
の
L

北
岸
か
ら
湧
出
す
る
p淵
虎
綱
氏
五
十
腔
'
比
重

二
〇

o
TI
九
固
形
物
絶
畳
二
三
二
八
三
〇
.
矢
状
食
塊

の
含

有
量
,<QLJ多
-
其
の
次
は
荻
酸
石
衣
で
あ
る
｡

鮫
の
…瀞
は
前
者
ビ
鼎
拡
ル
る
敦
渉
の
ど
:
ろ
に
あ
-
で

鱒
二
奄

弟

7
儲

去

り

こ
五
〇

塊
炭
騎
氏
四
十
六
度
成
分
其
の
他
の
性
質
は
略
前
者
に

同

じ
｡

其

の
他
裸
の
湯
は
渦
度
相
成
四
十
五
度
､
東
研
の
助

は
四
十
度
執
れ
も
晩
の
葛
か
ら
等
川
に
拾
う
て
行
-
こ

ビ

3
町
徐
の
産
に
あ
る
旅
館
の
内
紛
に
引
用
す
る
は
藤

淵
の
北
方
八
町
飴
の
披
釜
温
泉
場
に
於
け
る
川
の
南
岸

か
ら
湧
出
す
る
も
の
で
脱
皮
は
澱
も
高
-
て
六
十
五
蛙

乃
至
八
十
二
度
を
不
し
崩
酸
性
の
反
旗
を
豊
す
.
比
重

は

l
､
五

二
ハ
〇
.
固
形
物
線
量

二
.L,IJ
〓
ハ
〇
､
城
北

ナ
･1
-
タ
ム
の
含
有
量

○
'六
八
七
五
､
硫
酸
石
衣

〇
.

三
六
四
〇
､
泉
酸
石
衣

〇
二

七
〇
〇
で
'
導
水
管

か

ら
鈴
鹿
の
漏
れ
る
誓

)
ろ
に
は
長
さ

〓

寺

'
荘
荏

一

寸
内
外
の
鍾
乳
石
が
往
々
に
し
て
垂
下
す
る
を
見
る
の

で
あ
る
｡

櫨
の
絡
況
泉
場
は
櫨
釜
が
ら
十
町
飴
の
亨

｣ろ
に
あ

-
'
泉
源
は
三
ヶ
所
に
あ
り
袷
の
港

(挽
度
硫
氏
五
十

七
度
)､
中
の
協
(七
十
三
度
).
岩
の
薗

(六
十
五
度
)

流
紋
岩
々
脈
の
裂
酵
中
か
ら
湧
出

す

る
｡
比
重

一
､〇

〇
二
八

で
固
形
物
絶
畳

､九
七
二
〇
の
内
~
姐
化

ナ

-
-
ク
ム
の
凡血
二
､
二
三
二
l
に
連
-
､
糸
目の
加

-
標



端
的
の
食
蛸
八鹿
で
あ
る
｡

畑
下
は
蛸
皿釜
の
閣
北
四
町
許
に
し
て
術
迫
か
ら
覇
に

向
つ
て
下
-
た
る
低
地
で
あ
る
.
温
泉
は
失
張
-
白
色

凝
灰
岩
か
ら
五
個
鬼
に
湧
出
す
る
､
元
の
薗

(洩
皮
粕

氏
五
十
八
度
Vp
鳩
の
湯
(茄
十
五
度
)
'
藤
の
湯
(五
十

八
度
)
.
冷
の
湯
(五
十
七
度
).
中
の
湯

六
十
五
度
)
.

tI.-
'
泉
質
は
無
色
透
明
で
殆
ん
で
無
味
無
臭
､
比
重

二

〇
〇
一
五
'
固
形
物
絶
最

二
四
八
三
〇
'
姐
化
ナ

ト
リ
ウ

ム

O
.八
八
l二
二
､
毅
酸
石
衣
〇
二

六
三
七
を

合
有
す
る
覇
櫨
東
泉
で
あ
る
｡

須
幕
温
泉
は
川
下
よ
-
閣
山
路
を
登
る
二
三
七
八
町

源
泉
は
斑
鋒
白
色
光
衆
意
の
容
駐
よ
-
湧
出
し
.
無
色

透
明
に
し
て
徴
に
餓
味
を
帯

び
比
重

二

〇
〇
二

､

固
形
物
絶
濃
〇
､
〇
七
六
七
の
窮
組
数
泉

で
､
泉
源
よ

り
六
本
の
大
槻
を

楽
し
'
勘
は
之
よ
-
飛
泉
を
な
し
て

落
下
す
る
か
ら
又
瀧
の
湯
･,JJ
も
珊
す
る
｡

門
前
視
点
場
は
珊
下
戸
の
北
､
櫨
釜
&
,距
き

し
だ
七

八
町
の
ど
こ
ろ
に
あ
-
C
妙
掌
苛
の
門
前
で
あ
る
が
故

に
取
-
て
名
づ
-
る
の
で
あ
る
｡
温
泉
は
四
個
所
に
湧

出
す
る
.
白
楽
の
畝
(四
十
八
度
)
.
中
の
湯

(五
十
六

戯

原

紙

慮

皮
)
､
苛
の
柏餅
]
名
を
我
揮
泉
ビ
云
ひ
妙
蟹
笛等

の
[戊蜘
内

よ
-
湧
出
す
(脱
皮
五
十
度
)､
河
原
の
薗
(五
十
六
度
)

是
れ
な
-
O
白
楽
の
湯

は
比
重

1
1
0
0

山
五
､
固
形

物
組
畳

二
四
八
三
〇
'
河
原
の
勘
は
比
豊

山
､
0
0

1

二
､
固
形
物
線
量

…
､三
二
五
九
.
執
れ
も
窮
櫨
黄
泉

に
屈
す
｡
湧
出
地
鮎
の
地
贋
は
前
者
に
同
じ
.

舌
町
は
帯
川
を
隔
て
ゝ
門
前
rjJ
相
隣
-
中
に
渡
来
楠

め
-

G
温
泉
は
五
個
所
あ
る
.
不
動
協
の
渦
度
で
帯
川

の
西
樟
所
謂
上
窮
≡
紀
暦
の
岩
窟
か
ら
湧
出
し
.
鬼
の

湯
は
市
街
の
入
口
帯
川
の
芹
岸
に
ち
て
挽
皮
六
十
度
.

中
の
.複
は
市
術
の
西
側
中
央
の
魔
か
ら
出
で
.
渦
度
五

十
琵
'
角
の
湯
は
中
の
湯
か
ら
北
方
十
聞
許
-
の
角
に

め
-
湿
度
五
十
度
'
御
所
の
湯
は

1
名
鹿
の
賂
ビ
耕
し

泉
帽
は
角
の
投
L_l同
し
.
執
れ
も
無
色
透
明
無
臭
の
新

城
耕
泉
で
あ
る
っ

あ
ら
ゆ

新

路

は

大
字
粉
本
櫨
原
に
属
す
る
の
で
､
音
町
を
振

る
こ
ビ
酉
箇
二
里
徐
で
別
に

7
小
天
地
を
な
す
の
で
あ

る
D
所
謂
新
港
爆
裂
火
口
内
に
あ
り
で
'
泥
流
中
か
ら

湧
出
し
た
の
で
あ
る
が
今
は
蕗
の
路
を
除
-
の
所
は
湧

出
は
重
-
止
ん
だ
の
で
ぁ
る
か
ら
寛
で
以
て
湛
水
を
硫

l式
一

〓
五
【



地

球

質
噴
気
孔
中
に
導
き
之
を
温
め
て
弧
泉
ど
な
L
t
東
に

篭
し
て
浴
槽
に
導
G7J入
洛
に
便
L･{
ら
し
む
多
義
の
硫
酸

を
合
有
し
.
強
酸
性
で
あ
る
｡

抽
捕
縄
泉
は
温
泉
其
の
物
の
外
に
軍
縮
上
の
森
ハ料
が

甚
だ
多

い
｡

箱

一
､
材
木
潜

材
木
者
は
稲
波
の
東

方
約
半
里
の

虞
に
あ
っ
て
帯
川
を
横
ぎ
-
し
存
在
す
､
箱
三
紀
府
中

に
貫
入
せ
る
脈
岩
で
あ
っ
て
'
両
部
は
杜
状
節
現
費
逢

し
て
所
謂
新
来
岩
を
な
し
'
東
部
は
亜
状
節
理
僚
逢
し

て
所
謂
白
質
洞
門
は
之

か
貫
通
し
て
居
る
､
岩
石
は
洗

紋
忍
に
非
す
'
安
山
岩

に
あ
ら
ず
'
角
閃
石
'
披
璃
長

石
を
粗
面
岩
嚢
の
石
基
中
に
散
瓢
す
る
机
南
岩
に
似
た

る
岩
石
で
あ
る
｡

節
三

芋
石

里
芋
の
形
状
を
な
せ
る
化
石
で
.
所

謂
下
部
質
≡
紀
膚
の
紘
白
色
正
次
暑
中
に
埋
蔵
さ
る
ゝ

穿
孔
介
殻
の
農
の
化
石
で
あ
る
｡
相
伴
ふ
.て
出
る
介
化

石
は

P
ectuilC
uJus
sp.
A
r
e

a
s
p
.

P
ecten
s
p.
M
y
･

tiltlS
SPJ
V
enu
s
s
p
･

C

yt
h

e
rea
s

p
)
D
o
sirli1
5

P
J

1
.

ucina
S

PV

O
stre
-I

S
p
,

C
ardium
sp
.
等
で
あ
る

0

山
卵

三

木

莱

l和

合

津

術

.鑑

に
肘･3
-
妹
併

用
に
架
す
る
八

節
二
奄

節

1
敬

一
車
l

こ
尻
〓

幡
橋
を

波

-
四
五
町
で
精
進
川
の
支
流
に
令
す
る

l
渓

流
の
左

崖
か
ら
未
来
､
昆
虫
'
挽
水
魚
緬
等
の
化
石
を

塵
す
る
｡
新
窮
三
期
時
代
の
湖
沼
の
遺
跡
で
あ
て

｢
ナ

･1
ホ
ル

ス
ト
｣
博
士
に
徒

へ
ば
第

二

1紀
の
鮮
新
世
の
成

薫
に
掛
る
三
石
ふ
｡
地
膚
は
粉
色
又
は
褐
色
の
泥
疲
質

凝
次
砦
で
甫
十
度
酉
に
蓮
-
傾
斜
は
八
度
乃
至
十
度
で

苗
兼
に
綬
斜
す
る
の
で
あ
る
0
晃
血
及
び
魚
新
は
甚

だ

稀
で
あ
る
｡

弟
三
､
源
三
の
栗

源
三
の
犬
は
盲
町
の
四
十
町
の

庭
に
あ
っ
て
線
泉
沈
澱
物
た
る
石
衣
華
の
中
に
焦
せ
る

Z
種
の
石
衣
洞
窟
で
あ
る
O
洞
の

天
井

か
ら

例
の
如

-
数
多
の
鐘
乳
石
が
垂
下
し
て
層

-
､
床
上
に
は
石
省

が
陀
宜
し
で
居
る
､
石
衣
華
は
概
ね
租
髭
で
容
院
に
富

む
け
れ
.rw
も
､
時
だ
し
て
は
敏
密
で
､
掃
射
繊
維
状
叉

は
同
心
状
の
構
造
を
持
っ
て
居
る
｡
石
衣
華
の
中
に
は

鵜
滋
.
に
な
､
M
e

la
r,il
SP
挙
措
介

P
Janorb
l'S
等
の

化

石
を
埋
威
し
て
屠
る
'

鈴
二
山紀
鮮
新
暦
の
上
を
不
整

倉

に
破
産
し
水
平
に
樺
は
る
の
で
あ
る
か
ら
洪
蔵
期
時

代
の
温
泉
の
.沈
澱
物
で
あ
る
｡

他卵
四
ー
新
取
捌混
泉
の
娃
準
及

び
γ
ル
ノ
ー
ゼ

ソ

新



.=視
線
兼
の
湧
仙叫
口
附
氾札
に
は
顧
華
が
多
血北
に
存
在
し
て

侶
る
､
種
華
に
は
波
長
又
は
振
幅
の
種
々
な
る
披
痕
を

数
多
有
L
t
且

っ
叉
木
兼
の
,印
肢
あ
る
も
の
が
あ
る
'

碓
準
の
鹿

さ
は
三
尺
内
外
に
達
し
樹
哩
は
山
腹
の
傾
斜

に
従

っ
て
並
行
し
て
屠

る
O

新
湯
爆
･裂
火
口
内
の
▲硫
貿
頃
衆
孔
に
は
ア
ル
ノ

ー
ゼ

ン
が
多
-
昇
華
作
用
に
よ
-
て
成
生
し
っ
ゝ
あ

る
.
料

嘉
な
る
罪
に
て
屋
敗
を
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